
臼
太
鼓
（
ウ
シ
デ
ー
ク
、
ウ
ス
デ
ー
ク
）
は
女
性
た
ち
が
、
ム
ラ
の
拝
所
で
あ
る
神

ア
サ
ギ
や
宗
家
の
神
庭
、
遊
び
庭
（
ア
シ
ビ
ナ
ー
）
な
ど
で
奉
納
す
る
芸
能
の
ひ
と

つ
で
す
。
音
取
り
（
ニ
ー
ド
ゥ
イ
）
と
呼
ぶ
小
鼓
を
持
っ
た
年
長
者
の
女
性
群
を
先

頭
に
、
幾
重
か
の
円
陣
が
作
ら
れ
、
反
時
計
ま
わ
り
に
輪
を
描
き
な
が
ら
踊
り
ま
す
。

臼
太
鼓
の
歌
詞
に
は
子
孫
繁
栄
や
五
穀
豊
穣
、
健
康
祈
願
な
ど
「
祈
り
」
の
要
素
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
臼
太
鼓
は
ム
ラ
の
神
事
が
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
を
祝
っ
て

踊
っ
た
と
さ
れ
、
古
典
女
踊
り
の
基
礎
を
な
す
手
法
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

芸
能
史
的
に
も
重
要
な
踊
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
村
内
の
多
く
の
ム

ラ
で
披
露
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
村
内
で
残
っ
て
い
る
の
は
５
か

所
で
す
。

名
嘉
真

『
い
や
し
の
里
　
名
嘉
真
』
に
は
「
か
つ
て

の
ウ
シ
デ
ー
ク
衣
装
は
、
紺
地
着
で
、
黒
帯

の
前
結
び
、
若
い
者
は
赤
い
布
を
頭
に
巻
き
、

後
ろ
に
垂
ら
し
た
。
他
の
踊
り
手
は
、
紫
の

布
を
巻
き
、
後
ろ
に
垂
ら
し
た
。
太
鼓
打
ち

の
踊
り
手
は
頭
に
白
タ
オ
ル
を
ウ
サ
ギ
結
び

に
し
た
。
履
物
は
な
く
裸
足
で
あ
っ
た
。
現

在
の
衣
装
は
紺
地
着
に
黒
帯
の
前
結
び
。
踊

り
手
は
白
は
ち
ま
き
の
前
結
び
で
、
太
鼓
打

ち
の
踊
り
手
も
頭
に
白
は
ち
ま
き
を
前
結
び

恩納村史

編さん
だより
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恩
納
村
の
臼
太
鼓

（
ウ
シ
デ
ー
ク
・
ウ
ス
デ
ー
ク
）

す
る
。
履
物
は
白
い
足
袋
に
草
履
ば
き
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
暦
８
月
１
日
に
根

屋
で
あ
る
ク
ン
ジ
ャ
ミ
（
国
神
屋
）
で
太
鼓
出
し
を
行
い
、
ヌ
ー
ル
屋
で
の
祈
願
後
、

練
習
を
始
め
ま
す
。
旧
暦
８
月
９
日
に
は
午
前
中
に
ヒ
ド
ゥ
イ
と
称
し
た
全
体
練
習
や

御
願
を
行
い
、夕
方
に
本
番
と
な
り
ま
す
。
ア
サ
ギ
庭
、ヌ
ー
ル
屋
御
庭
で
の
演
舞
の
後
、

大
島
（
元
島
）
か
ら
新
島
を
通
り
、
浜
地
区
へ
む
け
て
道
ジ
ュ
ネ
ー
を
行
い
ま
す
。
旧

公
民
館
前
で
演
舞
し
た
あ
と
休
憩
を
挟
み
、
先
ほ
ど
の
道
を
戻
り
再
度
演
舞
し
て
終
了

と
な
り
ま
す
。
当
日
は
午
前
中
か
ら
夜
遅
く
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
儀
礼
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

恩
納
　

『
恩
納
字
誌
』
に
は
「
喪
失
し
て
い
た
の

を
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
恩
納
ナ
ベ
歌

碑
建
立
式
典
の
場
合
に
復
活
。
そ
れ
以
後

再
び
中
絶
し
て
い
た
の
を
、１
９
７
７
（
昭

和
52
）
年
、
浦
崎
澄
（
恩
納
ノ
ロ
と
な
る
）

が
中
心
と
な
っ
て
復
活
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
あ
り
ま
す
。
同
年
４
月
17
日
の
沖

縄
タ
イ
ム
ス
で
も
、
恩
納
区
の
ウ
シ
デ
ー

ク
が
復
活
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。「
自
然
消
滅
寸
前
の
ウ
ス
デ
ー
ク
を
復

活
さ
せ
た
老
人
の
意
気
込
み
に
、
部
落
内

外
か
ら
拍
手
か
っ
さ
い
を
浴
び
て
い
る
。

現
在
、
90
歳
を
超
え
た
老
人
が
断
片
的
に

憶
え
て
い
た
の
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
完
全
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
手
さ
ぐ
り
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
60
余
年
ぶ
り
の
ウ
ス
デ
ー
ク
。
踊
り
手
の
19
人
の
老
女
た
ち
は
、
昔
、
恩
納

ナ
ベ
が
率
先
し
て
踊
っ
た
よ
う
に
万
座
毛
で
踊
る
の
を
一
番
の
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
。

恩
納
ナ
ベ
歌
碑
建
立
記
念
日
に
合
わ
せ
て
、
新
暦
11
月
10
日
に
ウ
シ
デ
ー
ク
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

谷
茶『

恩
納
村
誌
』
に
は
「
臼
太
鼓
は
１
８
８
６
（
明

治
19
）
年
、
谷
茶
の
大
半
の
家
を
焼
き
尽
し
た

大
火
後
、
中
絶
し
て
い
た
が
、
そ
の
年
に
生
れ

た
当
山
正
堅
（
後
の
恩
納
村
長
）
の
努
力
に
よ
っ

て
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
復
活
し
た
の
で

あ
る
。
幸
に
も
シ
ー
ド
ヌ
屋
の
媼
（
老
女
）
が

居
ら
れ
た
の
で
、
教
示
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
他
の
ム
ラ
と
は
異
な
っ
て
旧
暦
７
月
15
日

に
行
わ
れ
、
男
の
盆
祭
り
（
エ
イ
サ
ー
）
も
そ

の
日
に
行
わ
れ
る
。
戦
争
中
は
何
処
の
町
村
で

も
同
様
、
中
止
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
戦

後
に
な
っ
て
再
び
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

日
本
の
考
古
学
者
で
あ
る
濱
田
耕
作
（
後
の
京
都
帝
国
大
学
総
長
）
は
『
沖
縄
の
旅
』

と
い
う
手
記
で
、
島
袋
源
一
郎
（
大
正
・
昭
和
期
の
沖
縄
研
究
者
）
に
案
内
さ
れ
、

谷
茶
の
ウ
シ
デ
ー
ク
を
見
学
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
か
ら
１
９
３

０
年
代
初
期
に
来
沖
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
「
親
切
純
朴
な
恩
納
の
人
々
の
厚

意
を
永
久
に
心
に
銘
じ
て
忘
る
ゝ
事
が
で
き
な
い
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
谷
茶
で
は
旧
暦
７
月
15
日
に
ウ
シ
デ
ー
ク
と
エ
イ
サ
ー
の
本
番
、
旧
暦
７

月
18
日
は
別
れ
の
演
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

冨
着『

恩
納
村
誌
』
に
よ
る
と
「
旧
８
月
15
日
、
紺
着
、
白
鉢
巻
前
結
び
、
四
つ
竹
、
扇

の
舞
を
戦
前
ま
で
御
嶽
の
傍
に
あ
っ
た
ア
ガ
リ
屋
（
ム
ラ
の
最
旧
家
）
で
踊
っ
た
。

こ
の
家
に
は
冨
着
ア
ン
サ
リ
の
霊
が
祀
ら
れ
、そ
の
霊
に
ウ
チ
ャ
ナ
ク
、花
木
を
捧
げ
、

線
香
が
七
本
と
ぼ
し
終
る
ま
で
踊
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
村
史
民
俗
編
調
査
票
に
よ

る
と
、
近
年
で
は
「
老
人
会
、
婦
人
会
を
中
心
と
し
た
区
行
事
と
な
っ
て
お
り
、
当

日
は
午
後
３
時
頃
か
ら
古
島
の
殿
内
前
、
午
後
７
時
30
分
頃
か
ら
観
月
会
を
兼
ね
、

公
民
館
広
場
で
の
演
舞
が
行
わ
れ
て
い
る
。
婦
人
会
、
老
人
会
が
20
名
前
後
演
舞
し
て

い
る
が
、
特
に
年
齢
制
限
は
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

仲
泊１

９
９
９
年
、
譜
久
村
照
代
に
よ
る
音
取
（
ニ
ー
ド
ゥ
イ
）
を
務
め
て
い
た
山
城
か

ま
だ（
明
治
36
年
生
ま
れ
）へ
の
聞
き
取
り
調
査
記
録
に
よ
る
と「
も
と
も
と
12
曲
あ
っ

た
が
、山
城
タ
ル
ー
さ
ん
が
ニ
ー
ド
ゥ
イ
の
時
「
い
じ
ゅ
の
木
」
を
外
し
て
11
曲
に
な
っ

た
」
と
あ
り
ま
す
。『
恩
納
村
誌
』
で
は
「
中
断
し
て
い
た
の
を
昭
和
６
年
に
寝
た
き

り
の
里
主
屋
の
媼
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
前
出
の
山
城
タ
ル
ー
た
ち

で
し
た
。

仲
泊
の
ウ
シ
デ
ー
ク
は
例
年
、
旧
暦
９
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
す
が
、「
女
あ
し
び
」

が
あ
る
年
は
ウ
シ
デ
ー
ク
は
３
日
間
行
わ
れ
、
豊
年
祭
の
あ
る
年
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

旧
暦
９
月
15
日
の
カ
ー
ウ
ガ
ン
で
は
、
婦
人
会
が
ウ
シ
デ
ー
ク
の
終
了
報
告
（
祈
願
解

き
：
ウ
ガ
ン
ブ
ト
ゥ
チ
）
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
ま
す
。（
町
田
）

名嘉真のウシデーク
谷茶のウシデーク

恩納のウシデーク
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